
初めての確定申告
（e-Tax編）

ー 白色申告 ー



はじめに

ここでは、国税庁の確定申告書等作成コーナー（ＷＥＢページ）
を利用して、確定申告書を作成する方法をご紹介します。

ご自宅でのインターネット環境、パソコン操作が必須となること
をご了承ください。
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申告のために必要な資料
取得先必要書類名

国税庁ＨＰ確定申告作成コーナー

にて作成・印刷
1. 確定申告書（第１表及び第2表）

国税庁ＨＰ確定申告作成コーナー

にて作成・印刷
2. 収入内訳書（不動産用）（白色申告の場合）

不動産業者等3. 収入金額の分かるもの（通帳・契約書・収支報告書・家賃台帳等）

不動産業者等4. 賃借人の氏名・住所、家賃月額、賃借期間、敷金、礼金が分かる資料
（賃貸借契約書、精算書、収支報告書など）

ご自身5. 必要経費の分かるもの
（経費帳、領収証、請求書、借入金返済予定表、固定資産税の納税通知書など）

ご自身6. 賃貸物件の取得価額が分かる書類（売買契約書、仲介手数料の領収書など）

勤務先7． 給与所得の源泉徴収票（原本）

ご自身8． 所得控除の資料（医療費の領収書・寄付金の領収書など）

ご自身9． 送付に使用する封筒（Ａ４版が入るサイズ）
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※これ以外に、ご自身とご家族のマイナンバーを確認しておいてください。



確定申告書を作成しよう
• 国税庁のホームページを探しましょう。
→検索ブラウザに【所得税の確定申告】と入力し検索をしてくだ
さい。以下のような検索結果が表示されるかと思います。

こちらを
クリックして
ください。
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確定申告書を作成しよう
• 作成コーナーにて、確定申告書の作成を開始します。
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こちらを
クリック

こちらを
クリック



確定申告書を作成しよう
• 作成コーナーにて、確定申告書の作成を開始します。

初めての方はこちら
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2回目以降の方の
（前年のデータあり）

申告はこちら

こちらを
クリック

こちらを
クリック

昨年保存したデータを
アップしましょう

こちらを
クリック



確定申告書を作成しよう
• 提出方法の選択をしましょう
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本人確認が
スマホ+マイナンバーカード

で可能になりました。



確定申告書を作成しよう
• 提出方法の選択をしましょう
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マイナンバーカードをお持ちでない方 印刷して郵送により提出

本人確認 スマホ + マイナンバーカード ICカードリーダー + マイナンバーカード
ID・パスワード方式
（税務署に行って本人確認を行う）

免許証など本人確認書類を同封

データ作成 スマホまたはPC（併用も可） PC PC PC

前年データ
の取込み

PC作成データはPCでのみ取込み可
（現状、スマホでPC作成データは
　取込めません）

PCで取込み PCで取込み PCで取込み

申告方法 電子申告 電子申告 電子申告 紙申告

留意事項
スマホは画面が小さいため、入力が困難。
スマホとPCを併用してデータ作成するのが
お勧め

ICカードリーダーが必要 本人確認のため税務署に行く必要がある プリンタが必要

マイナンバーカードをお持ちの方



確定申告書を作成しよう
• スマートフォンを利用してe-Tax 

スマホとマイナンバーカードが必要です。
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※PC上の画面です。

スマホでQRコードを
読み取ります。



確定申告書を作成しよう
• スマートフォンを利用してe-Tax (マイナポータルで利用者登録)

マイナポータルアプリをスマホに
インストールして進めます。
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マイナポータル
連携



確定申告書を作成しよう
• 提出方法の選択をしましょう
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紙で印刷し郵送する場合



• 事前確認 －パソコンが推奨環境であるかの確認になります。
確定申告書を作成しよう 12

上記確認後に
【利用規約に同意して次へ】を

クリックしてください。



確定申告書を作成しよう
・まず【決算書・収支内訳書】を作成しましょう。

令和５年分の申告書等
の作成の欄の▼を
クリックしてください。

令和５年分の申告書等
の作成の欄が展開され
ますので、
決算書・収支内訳書を
クリックしてください。
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確定申告書を作成しよう
• 収支内訳書を作成しましょう
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クリック!



確定申告書を作成しよう 15

不動産所得がある方
を選びましょう。



確定申告書を作成しよう 16

クリックすると開きます



確定申告書を作成しよう 17

• 収入金額を入力しましょう

「入力」をクリックして、
各項目に入力していきましょう



確定申告書を作成しよう 18

• 収入金額を入力しましょう

入力後クリック!



確定申告書を作成しよう 19

• 経費を入力しましょう

減価償却費
借入金利子
修繕費

損害保険料
・・など



確定申告書を作成しよう 20

• 減価償却費の入力（建物・建物附属設備）



確定申告書を作成しよう 21

• 減価償却費の入力（建物・建物附属設備）

入力後クリック!

【注意点】

・名称等、専有面積
『売買契約書』から転記

・取得年月
『売買物件の内訳通知書』から引渡年月日を転記

・前年末未償却残高
＝前年度償却の基礎になる金額ー前年度普通償却費
＊新築の場合には、記入は不要です。

・耐用年数:新築の場合
建物 47年
建物附属設備 15年

・本年中の償却期間
今回の場合は、７月～１２月（６ヶ月分）

・事業専有（貸付）割合:100% と記入ください



【減価償却費の計算式】

減価償却費 = 取得価額 × 償却率(※1) ×
ଵଶ

(※2)

※1) 償却率は、耐用年数によって決まります。
例:新築建物（鉄筋・鉄骨コンクリート造）⇒ 耐用年数47年 償却率0.022

★中古の場合の耐用年数は、以下の式により計算します★

法定耐用年数 － 経過年数 ＋ 経過年数 × 20％

※2) 年の中途で取得した場合は、取得した月から12月までの月数で按分します。

確定申告書を作成しよう 22



金利 期間

2.30% 35年

元金 利息 残高

●●●●●● ▲▲▲▲▲▲ ■■■■■■

●●●●●● ▲▲▲▲▲▲ ■■■■■■

●●●●●● ▲▲▲▲▲▲ ■■■■■■

●●●●●● ▲▲▲▲▲▲ ■■■■■■

●●●●●● ▲▲▲▲▲▲ 24,155,213

2023年10月

2023年11月

2023年12月

返済予定表
ローン元金

24,600,000円

日付

2023年8月

2023年9月

確定申告書を作成しよう

１:『返済予定表』を準備

２:「期末現在の借入金等の額」に返済予定表の
本年度１２月残高を記入。

３:返済予定表の本年利息を合計して「本年中の借入金利子」
に記入する。

利息合計
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・借入金利子の入力



確定申告書を作成しよう

■ローン元金 > 税込建物価格（建物価格＋附属設備）

→次の計算式で計算した金額を上記に記入する

■ローン元金 ＜ 税込建物価格（建物価格＋附属設備）

→記入は不要です。

今回のケース:
196,813 ×

ଶସ,,ିଶ ,଼ଶଵ,※

ଶସ,,
= 22,233(円)

建物価格 附属設備
※税込建物価格  = 16,774,700 + 5,046,300 = 21,821,000(円)

本年中の借入利子 ×
ローン元本 − 税込建物価格

ローン元本
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入力後クリック!

・負債利子の入力（不動産所得が赤字になる場合の必要項目）



• 修繕費の入力
確定申告書を作成しよう

・支払先の住所及び氏名は、修繕積立金の積立先をご記入ください。
・品名は修繕積立金とご記入ください。
・支払年月は、複数回支払している場合には、空欄で構いません。
・支払金額及び経費算入額は、『お振込明細書』から修繕積立金の金額をご記入ください。
・設備保証制度「そなエール」は修繕費としてご記入ください。
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確定申告書を作成しよう 26

• その他の経費を入力しましょう

任意科目
・科目欄には、『登記費用等』と記載します。
・金額欄には、『諸経費精算書』より

（合計ー火災保険ー租税）の金額を入力します。

雑費 下記の費用が該当します。
・物件打合せの旅費代 ・管理費等
・不動産セミナー代 ・不動産関係の書籍代

火災保険
12-取得月＋1

保険年数×12

損害保険料 『諸経費精算書』より

租税公課 下記の費用が該当します。
・不動産取得税
・固定資産税、都市計画税



④印刷を終えたら
クリック

確定申告書を作成しよう 27

①住所等を入力

③表示された資料を印刷

②「帳票表示・印刷」をクリック



確定申告書を作成しよう 28

クリック

クリック

• 続いて、確定申告書を作成しましょう

どちらか選んでください。



確定申告書を作成しよう 不動産関連の収入は、収支内訳書で作成した
データが引き継がれております。
次に、給与データの入力を行います。

給与所得を
クリック
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年末調整済みと年末調整済みでない
源泉徴収票の見分け方を、次で説明します。

源泉徴収票をご用意ください。

年末調整済みであれば上
年末調整済みでなければ下
「入力する」をクリック

不動産所得が
表示される



確定申告書を作成しよう 30

「給与所得控除後の金額」及び「所得控除の額の合計額」欄に
記載があるか・ないかで判断します。



すべての入力を
終えたらクリック

確定申告書を作成しよう 31

配偶者及び扶養控除
の入力をガイドに沿って

行いましょう。

源泉徴収票の内容を
入力しましょう



確定申告書を作成しよう 32

①給与の金額が反映されている
ことを確認しましょう。

②不動産所得の
訂正・内容確認

③帳簿の種類１～５
を選択します



すべて入力後、還付される金額が計算されます。

確定申告書を作成しよう 33

所得控除を入力

・医療費控除
・社会保険料控除
・生命保険料控除
・寄付金控除（ふるさと納税） ・・など

税額控除を入力

・住宅借入金等特別控除 ・・など



確定申告書を作成しよう

①
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クリック

不動産所得の金額がマイナスであれば、「住民税・事業税に関する事項」に入力します。

② 「損益通算の特例適用前の
不動産所得」に
マイナスの金額を入力

入力したらクリック

③ クリック

画面が切り替わりますので、
①→②→③の順に入力し
終了しましょう。



35確定申告書を作成しよう

残りの事項を入力しましょう。

「受取方法の選択」
→預金口座の情報を入力

「住所・氏名等の入力」
→令和５年１月１日の住所…「はい」
→氏名等を入力

ご家族のマイナンバーを
入力しましょう。

2

1



確定申告書を作成しよう

印刷 封入 郵送

おつかれさまでした！

（紙申告の場合）
以下の作業で、終了になります。
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37確定申告書を作成しよう
翌年の確定申告のために、入力データを保存しておくことをおすすめします。

・e-Taxにログインするための
ID/パスワード

・本人情報（住所、氏名など）

・収入に関する情報

・減価償却情報

・給与支払者情報

・住民税情報

データを保存しておくことで、
翌年にその保存データを利用でき、

これらの情報が自動的に読み込まれるため
入力の手間が大幅に省けます。
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